
 

      は雑節の１つで、暦の上で梅雨に入る日（今年は 6/11）。とはい

え、現在では気象庁が発表する「梅雨入り宣言」が目安になっています。 

と言っても、日本語には雨の名前がたくさんあります。春雨
はるさめ

やにわか雨

などは聞いたことがあると思います。では「神立
かんだち

」「分
ぶん

龍
りゅう

雨
う

」「肘
ひじ

笠
かさ

雨
あめ

」とはど

んな雨を表しているか、わかりますか？（答えは次ページ） 

 

      今年の夏至は、６月２１日です。北半球では１年で最も昼が長くな

り、最も夜が短くなる日です。まだまだ梅雨ではありますが、夏至と聞けば、少

しずつ夏に近づいている感じがしますね。 

 

梅雨と言えば、この花が代表的です。紫陽花の花の色は、植えて

いる土が酸性だと青系、アルカリ性だと赤系の花が咲くそうです。紫陽花は「万

葉集」にも登場しており、古くから日本人に親しまれている花の１つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】「決定版 毎日のおやつ」主婦の友社 

倉吉北高図書館 

2024.06.14 

紫陽花
あ じ さ い

【参考図書】「ポプラディア１」ポプラ社 

      「大切にしたい、にっぽんの暮らし。」さとうひろみ著 サンクチュアリ出版 

      「てんきごじてん」鈴木信写真 ピエ・ブックス 

平安時代疫病が蔓延し困った仁明天皇が、８４８年に年号を「嘉
か

祥
じょう

」と変更し、

１６個の菓子や餅を神に供え、民の病気平癒や健康などを祈ると、疫病が収まっ

たことから、この日を「嘉祥の日」とし、餅や菓子を備え無病息災を祈る日とな

った。これにちなんで、1979年全国和菓子協会が、日本の和菓子文化の発展を

目指し「和菓子の日」と制定した。 

 

【材料】白玉粉１００ｇ ようかん５０ｇ チョコレート 甘納豆など 

① 白玉粉に水 2/3 カップを加え、耳たぶくらいの硬さになるまでこねる。16 等分し

て、それぞれにようかん、チョコレート、甘納豆などを包む。 

② ①をきれいに丸め、たっぷりの熱湯でゆで、浮き上がってきたら冷水にとってさま

し、お皿に盛る。 

中に入れるものを、お好みで工夫すると楽しいかも！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 本 の 題 名 著者など 

格言 
コジコジに聞いてみた モヤモヤ問答集 さくらももこ 

居場所のなさを旅しよう 礒前順一 

社会 ウスビ・サコの「まだ、空気読めません」 ウスビ・サコ 

経済 入門高校生のための金融リテラシー図鑑 泉美智子監修 

コロナ G2P―Ｊａｐａｎの挑戦 佐藤佳 

理科 

イラストでわかるやさしい 解剖学 

             生物学 

             化学 

             物理学 

ケン・アシュウェル 

ヘレン･ピルチャー 

アリ・O・セゼル 

カート・ベイカー 

マンガ 
お別れホスピタル②～⑪ 沖田×華 

ＭＩＸ ２２ あだち充 

ボクシング ユメノチカラ 武尊 

小説 

１日１０分のごほうび 赤川次郎 他 

１日１０分のぜいたく あさのあつこ 他 

１日１０分のときめき 石田衣良 他 

ビブリア古書堂の事件手帖Ⅲ 扉子と虚ろな夢 三上延 

ビブリア古書堂の事件手帖Ⅳ 扉子たちと継がれる道 三上延 

無職転生 異世界行ったら本気だす⑪～⑮ 理不尽な孫の手 

定食屋「雑」 原田ひ香 

百年と一日 柴崎友香 

死んだ山田と教室 金子玲介 

絵本 まばたき 穂村弘作 酒井駒子絵 

 新着図書案内を、生徒

玄関と、第２校舎３階補

助教室３の横に掲示して

います。新しい本の情報

や紹介をしていますの

で、ぜひご覧ください。 

第２校舎３階 補助教室３よこ 

返却期限が過ぎていませんか？  

貸出期間は２ 週間です。予約がなけれ

ば貸出の延長ができますので、手続き

をしてください。 

延滞している人には、お知らせを送りま

すので、受け取った人は速やかに返却

してください。 

神立：雷を伴った雨、雷雨のこと。もとは雷や雷鳴の意。 

分龍雨：夏に降る激しい雨。龍の体を分けるほど激しい。 

肘笠雨：急に降り出した雨のこと。肘を笠にして走る様子。 

図書館前では、いろいろなテーマで本を紹介してい

ます。紹介している本は図書館内で展示していて借

りることもできます。来館をお待ちしています。 


